
中国の歴史教科書における「抗日戦争」

一記述の変遷とその背景に関する考察（†）一

弓　削　俊　洋

1．「21世紀教育改革」と『歴史課程標準」

①「21世紀教育改革」

　ユ990年代中国の教育界には三つの大きな変化が認められる。第一に，天安

門事件の「反省」から「歴史教育」「愛国主義教育」ユ〕が一層強化されたことで

あり，教科書【1995】の発行もその中で実施された（本稿（上）第3章参照）。

第二は法整備であり，「義務教育法実施細則」「教師法」「教育法」「高等教育法」

などの重要法規が次々と制定された書

　そして第三の変化が，新しい世紀を展望した教育改革の推進である。「科教

興国（科学技術・教育立国）」戦陣に基づき，初等教育から高等教育までの

全教育課程を対象にした抜本的改革が1990年代後半に開始されるのであるさ

この「21世紀教育改革」の成果の一つが教科書【2001】であり，本章では主

に義務教育関係の改革内容を検討して新版教科書発行に至る背景を明らかにし

ておきたい。

　義務教育改革の内容は多岐にわたり，九年制義務教育の完全実施，教育管理

体制の変革（分権化），教科書出版事業の規制緩和，入試改革なども課題とし

て挙げられているが，最も核心的な内容は「素質教育」の実施にある。

　以下は「素質教育」の基本文献「中共中央・国務院関子深化教育改革全面推
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進素質教育的決定」（ユ999）5）からの引用である（下線は引用者による）。

　素質教育の実施は，…国民の資質向上を根本的な目的とし，生徒の創新能

力と実践能力の育成を重点課題とし，“理想，道徳，文化，規律を備え”，徳・

知・体・差等が全面的に発展した社会主義事業の建設者と後継者とを作．り出

すことに他ならない。

　素質教育の実施にあたっては，教育活動の各領域において徳育，知育，体

育，美育等が有機的に結合する必要がある。学校教育は，知育の実施だけで

なく，徳育を重視し，さらに体育，美育，労働技術教育，社会実践を強化さ

せ，…生徒の全面発展と健康な成長を促進する必要がある。

　ここから「素質教育」が，知育，徳育，体育，美育（情操教育），技術教育

などを総合的に推進す局「全人教育」を意味することが分かる。と同時に，習

得させるべき能力として「創新能力（創造力）」と「実践能力（実践力）」を挙

げており，素質教育の目的は，一人の人間として社会で生き抜くだ均の「人間

力」の育成にある。

　もちろん「素質教育」もまた愛国教育，思想教育の一環として位置づけられ

ており，「愛国心」「社会主義への熱愛」「中華民族の優良な伝統の認識」を内

容とする「徳育」の必要1生が繰り返し指摘されてはいる冒

　しかし，素質教育の方針は，義務教育に関する調査の分析結果7〕を踏まえて，

中国の指導要領や教科書が知育偏重に傾き，授業内容も「難（難解晦渋），煩

（煩雑雑多），偏（知識偏重），旧（旧態依然）」という弊害に陥っていること

への反省名〕から提起されたものである。

　それ故に，「創新能力」「実践能力」の具体的な中身は，「独立思考」「探求精

神」「情報収集・処理能力」「問題分析・解決能力」「言語表現能力」として説

明されているし1）教育管理体制，教育内容，教学方法，教材編纂，教師養成

等およそ教育に関わる全分野において21世紀教育改革が進行中なのである。

これらの事実は，「素質教育」の目的が単に愛国主義教育の強化だけにはない
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ことを如実に物語っている。

　こうして200ユ年には，教育改革，その中核としての「素質教育」一の理念を

体現した新指導要領『歴史課程標準』が制定されたぎ〕そこには，知育偏重の

是正＝教科内容の精選による負担軽減，教育方法の改善：「探求式学習」の導

入が明確に指示されている。

②『歴史課程標準』

　「課程標準」とは各教科における教育目的，教育内容，教授法，評価などの

ガイドラインを示一したものであり，日本の「指導要領」11〕に相当する。実際，

指導要領と課程標準とは構成上酷似しており，「目標」「内容」「指導計画の作

成と内容の取扱い」からなる「指導要領」と，「課程目標」「内容標準」「実施

建議」からなる「課程標準」の問に相違点を探すのは困難である。この点から

言えば課程標準を中国の指導要領と考えて差し支えない。

　もっとも，「課程標準は教科書編纂，教学，評価，作問の根拠」「教科書編纂

の唯一の根拠」と明記されているように12〕事実上の「国定教科書」制度を取

る中国にあっては，国家の定める「課程標準」が教科書編纂に対してもつ拘束

力は「指導要領」よりも遥かに強い。さらに「付録」として記載する「教案例」

には教育現場（教室）での指導内容が極めて具体的に記載されており，この点

でも「指導要領」との違いが認められる。

　ところで，人民共和国建国後の「指導要領」には」賞して「教学大綱」とい

う名称が使用されてきた旨〕一方，「課程標準」の名称は中華民国時代に使用さ

れていたものであり14L今回の名称変更が民国時代の教育への回帰という意図

があるかどうかは別の議論としても一建国後教育に対する大幅な見直し（精

算）という方針の下で，教学大綱の改称も行われたのである皆）

　そのため，歴史教育のガイドライン『歴史課程標準』には，旧来の「教学大

綱」には見ら札なか’った幾つかの特徴が確認できる。

　第」に学習者の負担軽減の措置，第二に「探求式学習」の導入，第三には以

上を通じた「素質教育」の実践である。このうち負担軽減については，学習内

一113一



弓　　削　　俊　　洋

容の削減や内容の平易化を主たる内容としており16〕「探求式学習」については

「分析」「評価」「比較」「討論」といった学習過程を通じて実施するように指

示されている甘〕いずれも知識偏重教育の弊害を是正するための方策であり，

これによって「創新能力」や「実践能力」などの「人問力」育成を図ろうとい

うものである。

　このように，ユ990年代以降の中国教育界では「素質教育」が重要な課題と

して提唱され，その課題に対応するために学習内容の精選と学習方法の転換が

図られることとなった。教科書【200ユ】は『歴史課程標準』に準拠し，2ユ世

紀教育改革の理念を体現する「実験教科書」として発行されたのである。

2．一 ﾛ程標準実験教科書【2001】

①　全体的変化

　新版教科書『義務教育課程標準実験教科書　中国歴史八年紙上冊』ユ宮〕は

2001年！2月に発行された。教科書冒頭の「説明（前言）」には，編纂の基本

方針を三点挙げている。「本教科書の編纂は，『歴史課程標準』の知識・技能目

標，過程・方法目標，態度・情感・価値観目標を全面的に貫徹するという前提

の下に，以下の三点を特に重視した。第一に，学生の負担を減軽し難易度を下

げる。第二に，趣味性，生動性，啓発性を増強する。第三に伝統的な教学方式

を転換して，学生の創新意識，実践能力を養成する。」

　本章ではこのうちの二点，、「負担軽減」と「教学方式の転換」という観点か

ら，教科書の特徴を明らかにしていく。いずれも前章での結果明らかになった

『歴史課程標準』の新機軸であり，負担軽減は学習内容の精選により，教学方

式の転換は「探求式学習」の導入によって実現されている。

　第一に負担軽減についてである。教科書【200ユ】を手にした最初の感想は「ず

いぶん薄くなった」ということである。【！995】教科書（九年義務教育三年制

初級中学教科書　中国歴史）と比較した場合，冊数（4冊）は同じであるが，

総真数，総字数共に三分の二まで削減されている（表1参照）。
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表1　教科書『中国歴史』の量的変遷

教　　　　科　　　　書

【ユ995】九年義務教育三年制初級中学教科書

【200ユ】義務教育課程標準一実験教科書

判

B5
B5

冊数

4

4

無頁

778

52ユ

総字数

889，000

576，㎜

　スリム化は教材の整理統合，精選によって実現した。例えば旧教科書【ユ995】

では「近代史部分（アヘン戦争～人民共和国建国）」に第三冊から第四冊まで

の44課，！84頁を費やしていたが，新教科書【200ユ】では22課，122頁まで

に削減し，「近代史部分」をすべて一冊（八年紙上冊）に集めて収録している。

この「近代史部分」の22課を「7単元」に整理しているのが【200！】の構成

上の特徴である。『課程標準』では「古代史」「近代史」「現代史」ごとに「学

習主題」を設定し19〕各主題別に事件や人物を精選して叙述するよう指示する。

たとえば「中国近代史」では七つの「学習主題」を設定しており，これを受け

て教科書【200ユ】も七つの単元で構成されているのである（表2参照）。単に

事件や事変を時系列に沿って羅列していた従来の教科書とは大きく異なる構成

であり，このような学習内容の整理・統合によって大幅なス．リム化も実現した

わけである。

　　　　　　　　　表2　「中国近代史」の「学習主題」と「単元」

『歴史課程標準』の「学習主題」

①「列強の侵略と中国人民の闘争」

②「近代化への第一歩」

③「新民主主義革命の勃発」

④「中華民族の抗日戦争」

⑤「人民解放戦争の勝利」

⑥「経済と社会生活」

⑦「科学技術と思想文化」

教科書【200ユ】の「単元」

第ユ単元

第2単元

第3単元

第4単元

第5単元

第6単元

第7単元

侵略と反抗

近代化の探索

新民主主義革命の勃発

中華民族の抗日戦争

人民解放戦争の勝利

経済と社会生活

科学技術と思想文化

②教科書【2001】における抗日載争

　教科書【2001】では抗日戦争関係の情報は全て，第四単元「中華民族の抗日

戦争」に集められた。表3がその関係部分の目次である（なお，各課共通して

「練一線（練習してみよう）」「活動与探求」「自由閲読十（カード）」を設けて

いるが表では省略した）。
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表3　教科書【2001】と抗日戦争

第4単元　中華民族的抗日戦争　p68－p87

第14課 難忘九一八（九一八事変／西安事変）

第！5課 “寧為戦死鬼，不作亡国奴”（血染驚溝橋／南京大屠殺）

第ユ6課 血肉築一長城（平型関大捷和合児応戦役／百圖大戦／申芙七大／抗日戦争的勝利）

活動課4 写給日本中学生的一封信一南京大屠殺不能忘記！

表4　新旧教科書における「十五年戦争」の量的変化

旧教科書【1995】　第5課～第12課　　　　　　総8課　50頁（p41～p　gO）

新教科書【2001】　第ユ4課一第ユ6課十活動課　　総4課　20頁（p68～p87）

　本教科書では抗日戦争の起点をユ93ユ年「九一八（満州）事変」に求めてお

り，所謂「十五年戦争」の立場を明確にしている。この15年間について，【1995】

では8課50頁を費やしていたが，【2001】では4課20頁となり，関係部分の

分量（真数）は五分の二に削減されたこととなる（表4参照）。

　それでは旧教科書申の何が削除されたのだろうか。

　第一に国民党批判である。『歴史課程標準』の「内容標準」によれば，学習

主題名を単に「抗日戦争」ではなく「中華民族の抗日戦争」としたのは，戦争

の「民族性，全国民性」を強調するためであり，この基本理念に基づいて「抗

日民族統」戦線の内部闘争に関する知識項目は削減」という「大幅な調整」を

行ったと．される響〕その結果，教科書【2001】では一厳しい国民党批判が姿を消

して，旧教科書第ユO課」 u抗日に消極的で反共に積極的な国民党」も全面削除

されている。逆に国民党軍が勝利した戦闘（「平型関大捷」「台児応戦役」など）

について手ま小見出しをつけて叙述する囚〕など，国民党の果たした役割を強調す

る誌面になっている。国民党に関しては批判の削除，貢献の強調が明確な方針

であり，それは即ち「」致して危急存亡に当たる」という「中華民族の優良な

伝統」への教育も使命とする「素質教育」の実践に他ならない。

　第二に，旧教科書第9課「日本侵略者の残虐な統治」（p64～p69）の削除で

ある。同課は【ユ995】で新設され，占領地域での「拷問」「児童殺害」「生体実

験」「毒ガス使用」「日本語の強要」，金（きん）や現金の収奪，銀行・鉄鉱金
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業・炭鉱の接収，農地・農産物・食料の収奪，強制連行，強制労働，万人坑：・・

など多種多様な「罪業」に関する大量の資料が掲載されていた。特に「七三一

部隊」の生体実験や「万人坑」については生々しい挿絵によって，日本の「残

酷な支配」「野蛮な収奪」を強烈に印象づけたが，新版教科書ではこの部分を

そっくり削除したのである。そのほか「三光作戦」「掃討」に関する説明もな

くなり，日本軍の残虐行為の情報量は激減したのである。

③「南京犬屠殺」への集中特化

　しかし全面削除というわけではなく，「南京大屠殺」については，日本の残

虐行為の「典型」22〕として，より詳細に言己述されているのである。具体的には，

第4単元！5課「“寧為戦死鬼，不作亡国奴”」の本文と写真5枚（1頁半），「自

由閲読カード」（半頁），さらに活動課田「写給日本中学生的一封信一南京大屠

殺不能忘記1」（2頁半）も加えて，合計4頁半余りを充てている。「十五年戦

争」20頁のほぼ四分の一が南京事件に費やされているわけだ。

　本文の記述は【！995】と同一であるものの（本稿（上）p66参照），所謂「百

人斬り競争」に関しては，加害者の名前や殺害した人数などを伝える当時の新

聞記事（『東京日日新聞』）の写真を掲載している23）点に異同が認められる。

　この写真の採用という手法は今次改訂の特徴であり，【1995】で生々しい印

象を残した挿絵は一切採用されず，写真掲載に変更されている。この変更は「実

証性」強調のための処置であり，申でも「南京大屠殺」については，日本国内

で根強い丁幻説」「虚構説」を強く意識して，計5枚の「証拠写真」を掲載し

ている（p13！「図版資料」）。また写真には以下の説明も付し，「リアルな記録」

によって「幻説」を粉砕しようという意図を明言する。「下の数枚の写真は日

本軍による南京大虐殺の写真であり，人間性を喪失した日本軍の暴行をリアル

に記録したものです。これらは南京大虐殺の大量の写真のうちの数枚にすぎな

い。しかも，さらに残忍な暴行の多くが撮影されなかったのです。」

　なお，「百人斬り」新聞記事以外に「南京大虐殺（原文は南京大屠殺」関連

で掲載されたのは，①「日本軍が南京の青年を斬殺」，②「徒手空拳の中国青
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年たちを南京郊外に連行して集団殺害」，③「南京の穏和で平和な住民を生き

埋め」，④「日本軍が南京の青年を的にして刺殺練習をする」の4枚である。

このうち③が教科書【ユ986】の写真の再掲，④が教科書【1995】の挿絵を写真

ド差し替えたもの，①②が新掲載である（p131図版資料参照）。

　図版資料の増加に加えて，新設の「自由閲読十」でも「“紅十字会”与中国

抗戦」と題する南京事件関連の叙述がみられる。「国際的慣例によれば，赤十

字会は中立の立場に立っていたので，交戦する双方がそれを犯すことはできな

い。しかし，南京大虐殺の際には狂気に駆られた日本軍は，なんと赤十字会や

国際友人が設立した『安全区（非武装地帯）』に襲いかかり，まったく武器を

持たない中国人民を大虐殺し安全区を暗黒，悲惨な人問地獄に変えた。」

　このように第15課では本文に加えて，5枚の写真や新設の「自由閲読十」

によって「大虐殺」への糾弾が積み上げられていくが，【200ユ】最大の特徴は，

『歴史課程標準』の新機軸「探究式学習」の題材として「南京大虐殺」が取り

上げられることである。

　前述のように『歴史課程標準」では従来のような教師の一方的な授業や暗君己

」点張りの学習からの転換を図るために，「分析」「評価」「比較」「討論」によ

る「探求式学習」の必要1性が度々指摘されている（柱17参照）。その結果教科

書【200ユ】には「活動課」「活動与探求」欄洲が新設され，たとえば「活動課」

では，時事問題に関する討論会を開く，日本の中学生死てに手紙を書かせる，

歴史劇を製作・上演する，ガイドとなって歴史名所を案内するなど，従来の授

業にはなかった様々な取り組みが用意されている。このような活動を通して生

徒の学習意欲を引き出し創造性や実践能力を育成しようというのであり，新教

科書の「目玉」とも言える内容である。

　この「活動課」は各単元にほぼユ個ずつ設けられており，第4単元「中華民

族の抗日戦争」では「写給日本中学生的一封信一南京大屠殺不能忘記！（日本

の中学生に宛てた手紙《南京大虐殺を忘れてはいけません！》）」がテーマに設

定されている。

　「南京大屠殺」を題材にして，日本の中学生に宛てた手紙を書かせようとい
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う授業であり，訳文は「前文」「活動内容」「活動目標」「活動建議」「附録一

材料（資料）」「附録二　参考書目（参考文献目録）」からなっている。全部で

3頁（p85～p87）を充てており，教科書全体がスリム化された中で「活動課」

をいかに重視しているかが分かる。新版教科書の目玉であり未見の方も多いと

思うので，主要な内容を以下に翻訳してみよう。

活動課4「写給日本中学生的一封信一南京大屠殺不能忘記1」p85～p87

　残酷な南京大虐殺からすでに60年以上がたちました。現在，中国と日本

の中学生たちは，南京市内や，長江沿岸の悲惨きわまりない大虐殺について，

どれほど知っているのでしょう？　1947年初頭の中国軍事法廷と1948年末

の極東国際軍事裁判において，日本の戦犯たちに対して正義の審判が下され

たことをどれほど知っているでしょう？

　一衣帯水の隣国同士には永遠の平和が必要です。平和の為に，南京大虐殺

を二度と繰り返さないために，同年齢である日本の中学生に手紙を書いて，

あなたが知っている南京大虐殺について知らせ，あなたとあなたの祖国がい

かに平和を熱愛しているかを知らせましょう。

　「南京大虐殺を忘れてはいけません1」というテーマで，日本の中学生に

手紙を書き，日本帝国主義の犯罪行為を明らかにし，中国人民が侵略に反対

し，心から平和を愛し願っていることを説明しましょう。

　「南京大虐殺」及び今日の日本の教科書問題に関する主要な資料を収集・

分析することを通じて，愛国心と社会的責任感とを強め，問題を分析したり，

歴史資料を運用して説明する能力を高めましょう。

1　本単元の本文の内容を正確に理解した上で，「附録」として提供してい

る資料を閲読しなさい。

2　更にこの問題と関係する多方面の資料を探し，引用しなさい。また，以
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下の方面に関する資料を収集しなさい。

第一　「南京大虐殺」。

第二　「南京大虐殺」重大戦犯への中国軍事法廷（ユ946～ユ947年）判決。

　　　　「南京大虐殺」の日本戦犯に対する極東国際軍事法廷の判決。

第三　日本右翼分子による歴史教科書中の「南京大虐殺」歪曲の記述。

第四　日本政府による歴史教科書審査状況。

第五　中国政府の態度。

3　手紙を書く際には，受取人が日本の中学生であることに注意しよう。日

本軍国主義や日本右翼分子と日本人民とは区別しなければなりません。

附録一：材料

　1．中国軍事法廷（項目のみ。紹介文の翻訳は省略する。一引用者）

　2．東京極東国際法廷　　（同上）

　3．ラーべ日記　　　　（同上）

　4．東史郎　　　　　　（同上）

　5．「新しい歴史教科書」（同上）

　6．中国政府の態度　　　（同上）

附録二：参考文献目録

　1．『南京大屠殺』（孫宅魏・呉天盛著　中国文史出版社　1997年）

　2．『南京大屠殺』（徐志新著　解放軍文芸出版社　！997年）

　3．『黒色12．13』（孫宅魏・李徳英著　青島出版社　ユ997年）

　4．『南京大屠殺的徹底検証』（新華出版社　2000年）

　5．『中外軍事法廷審判日本戦犯』（胡菊容著　南開大学出版社　ユ998年）

　6．『拉貝日記（ラーべ日記）』

　　　（Rabe，J．江蘇人民・江蘇教育出版社ユ997年）

　ア・『魏特琳日記．（ヴォードリン日記）』

　　　（未明媚魏特琳（ミニー・一ヴォードリン）著　江蘇人民出版社2000年）

　8．主要U㎜一
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　この「探求課」の特徴は，「南京大屠殺」を過去の歴史事実としてだけでな

く，「日本の今」への批判という現代的な課題としても問題にしている点であ

る。そこに教科書【200！】の独白性もあるのだが，「日本の今」への批判はた

とえば以下のように展開される。

　日本軍国主義が過去に発動した侵略戦争は，中国人民に大きな災難をもた

らした。悲惨きわまりない南京大虐殺は，日本軍が中国侵略戦争申に犯した

甚だ大きい犯罪の」つである。この歴史的事実に関しては，確固たる証拠（原

文「鉄証」）が山のようにあり，この史実を否認しようと企んでも徒労であ

る。我々は，日本側が実際の行動によって歴史を正視し，歴史を尊重し，歴

史を鏡として，歴史の悲劇の再演を防ぐことを要求する。（「附録一　材料6」

1998年12月23日，中国外交部スポークスマンの発言）

　「大虐殺」は確固たる証拠（鉄証）を有する歴史的事実である，にも拘らず

現在の日本では「この史実を否認しようと企んで」いるというのである。その

象徴が『新しい歴史教科書』であり，同教科書の発行を容認した日本政府とと

もに厳しく断罪される。

　200ユ年，日本の右翼の〈新しい歴史教科書を作る会〉は中学校の歴史教

科書を編纂し，〈民族自虐〉資料を一掃するという口実の下に，日本軍国主

義が中国，朝鮮，東南アジア各国で犯した侵略犯罪を完全に抹殺した。教科

書は南京大虐殺についてこう言う。「戦争中なので，ある種の虐殺は生まれ

．たが，それは決して大虐殺という類ではなかった」。こんな教科書が日本で

は検定に合格しているのである。（「附録」　材料5」）
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　さらに「参考書目」には『「南京大虐殺」の徹底検証』25〕の書名も拳がってい

る。著者の東中野氏は中国メディアから総攻撃を受けた集会「二十世紀最大の

嘘『南京大虐殺』の徹底検証」（2002年1月）26〕で講演を行ったことでも有名

な人であり，その著作が中国で翻訳出版された際には以下のように徹底批判さ

れた。「本書の著者・東中野（修道）は日本右翼の代表者の一人であり，徹底

検証の名目で，日本の対外的な侵略戦争を美化し，日本軍が南京で行った血な

まぐさい大虐殺を一生懸命に美化している。本書翻訳出版の目的は，各級の指

導者，幹部研究者の使用に供して，白黒を逆転させよ一うとしている日本右翼分

子の正体を徹底的に明らかにすることにある」。教科書【2001】で当該書を「参

考書目」に入れるのもやはり「史実を否認しようとする企み」の代表例として

槍玉に挙げる意図があってのことである。

　その一方で【200！】は歴史的事実としての「南京大虐殺」を証明する多くの

「鉄証（確固たる証拠）」を提示している。

　「鉄証」の第一は，南京軍事裁判（1947年）と極東国際軍事裁判（ユ946～48

年）の裁判記録である。両裁判は「南京大屠殺」に対する「正義の審判」とい

う前提に立って，「集団殺害された後に証拠隠滅のために死体を焼かれた兵士

と民衆は／9万人余」「日本軍によって断続的に虐殺された後，慈善団体によっ

て埋葬された死体がユ5万余」「被害者総数は30万人以上」，現地指揮官が「戦

争期間，兵が捕虜や非戦闘人員を恣に虐殺し，強姦し，財産を略奪し破壊する

のを放任していた」罪により，死刑に処せられた，などの情報が記載されてい

る（活動課「附録」　材料1」「同2」〕。

　第二の「鉄証」は『ラーべ日記』27〕と『ヴォードリン日記』珊〕である。いずれ

も事件当時に南京に在住していた外国人の日言己であり，特に『ラーべ日言己』に

ついては，「自ら見聞したことを，非常に具体的，緻密，真実に記述」してお

りr南京犬虐殺事件研究のなかで最も大量，最も完全に保存された史料」とし

一て推奨されている（活動課「附録一　材料3」）

　第三の「鉄証」には元日本軍兵士・東史郎氏が取り上げられている。東氏は，

第ユ6師団歩兵第20連隊第3中隊所属の一等兵として南京戦に参加，8C年代
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以後は度々南京を訪問して中国人民に謝罪すると共に，従軍中のメモをもとに

して書いたといわれる戦中日記『東史郎日記』鵬）を公開した人物。新版教科書

では，この日記を「南京大屠殺」の真実の記録であると紹介すると共に，謝罪

や日記の公開などの「正当な行動」が「右翼分子の脅迫や迫害を受け，“裏切

り者”“売国奴”“軍人の恥”“英霊を冒漬した”などと罵られ」る日本の状況

も厳しく指弾している（活動課「附録一　材料4」）。

　このように，裁判記録，欧米人の日記，日本人の従軍日記も「南京大屠殺」

の「鉄証」として提示されており，情報量の多さと多様性は従来の教科書に見

られなかった特徴である。「虚構」「誇張」という批判の起きる可能性をできる

だけ排除して，実証性，客観性，科学性を重視した主張の展開に努めようとす

る意欲が感じ取れる誌面になっている。しかし同時に指摘しておかねばならな

いのは，採用された「材料」は基本的に全て中国の主張の正当性を立証するた

めの資料だという事実である。唯一立場の異なる東中野氏の著作を挙げたのも

「反動的言説」の見せしめとして集中砲火を浴びせるのが目的である。

　この探求言界では，生徒5～6人が一班を構成，資料収集，手紙執筆，手紙の

発表，自己評価などの共同作業を通じて，「問題を分析したり，歴史資料を運

用して説明する能力」（「活動目標」）の習得を目指す。こうした探求式学習は

従来の暗記中心の授業や学習方法を改善する試みとして注目されるが，問題は

なぜその題材として「南京大屠殺」が選ばれたのか，という点である。事件に

ついて【2001】の教師用指導書では以下のように記述する。「南京大虐殺は無

数の虐殺事件の典型である。教師は南京大虐殺関連の図版を展示したり，日本

軍人の当時の日記を学生に閲読・収集させることを通じて，日本帝国主義の発

動した中国侵略戦争の残酷性と野蛮性を暴露しなければならない。この世のも

のとは思われない悲惨な大虐殺を取り上げるときには，中国人民にもたらした

筆舌に尽くし難い災難を体感させると共に，日本帝国主義に対する深い恨みと

大きな憎しみを心に刻みつけなばならない」誓〕こうした文脈の中で「南京大屠

殺」教育は実施されているのであり，そこに導入される「探求式学習」は，自

ら調査し，資料を収集整理するという作業によって，憎悪の記憶を生徒たちの
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心に一層定着させるという効果が期待されているのである。

　以上のように，【200ユ1教科書では，旧版第9課「日本侵略者的残暑統治」

は削除されたものの，「南京大屠殺」に関する記述や資料は逆に増加しており，

本文，写真，「自由閲読十」に加え，新版教科書の目玉である「探究課」にお

いても取り上げている。日本軍の残虐行為を「南京事件」に特化し，批判の矛

先を集中させるという意図が明確に表れているのである。しかも掲載された’4

枚の写真はそれぞれに衝撃的であり，新設された「探求課4」による探求式学

習とも相侯って，野蛮で残酷な日本軍のイメージは生徒たちの心に強く刻印さ

れていくであろう。

　なお，「南京大虐殺」については，2003年発行の最新版『語文（国語）』教

科書31〕でも事件のルポヨ2〕をユ0頁にわたり掲載し，「日逮の獣行（日本人の蛮

行）」の数々を文章と写真によって再現している。さらに同教科書の教姉用指

導書調〕では，歴史教科書問題や南京事件「幻説」などへの非難が繰り返されて

いる。これらの事実から「南京大屠殺」を日本の犯罪行為の典型として大きく

取り上げて，日本の「右翼分子」との全面対決を展開しようという中国政府の

「鉄の意思」が読み取れるのである。

3．おわりに
　本稿では抗日戦争に関する記述の変遷とその背景について検討し，文革後の

人教版歴史教科書の大改訂が少なくとも3回行われ，これに該当する教科書は

【ユ986】【ユ995】【2001】であることを明らかにした。

　改訂内容は，【ユ986】【1995】の2冊について言えば，日本の残虐行為につい

て詳細かつ多面的に記述するという方向での改訂であり，共に日中関係の悪化

や社会主義体制の崩壊という政治的な背景に基づいていた。

　下方，【200ユ】は，2ユ世紀教育改革で求められた負担軽減（スリム化）と探

求式学習を導入して，従来の教科書からの転換を図っている。と同時に，「南

京大虐殺」への集中特化，国民党批判の削減という点で，「日本のいま」への
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批判や愛国主義の発揚という政治的な課題に応える内容も備えている。このよ

うな特徴は人教版以外の教科書にも確認でき，例えば，北京師範大学版課程標

準実験教科書（2002年）34）では，九一八から日本敗戦までを一つの単元で記

述（第4単元偉大的抗日戦争），日本軍の残虐行為を南京大虐殺に集中特化

（本文十写真2枚十「毎課一得」十「材料閲読」十「自我測評」十「活動建議」），

国民党批判の削除，「探求式学習」の導入（各課に「活動建議」，各単元に「学

習与探求」）という誌面となっている。

北京師範大学『義務教育課程標準実験教科書　歴史　八年紙上冊』（2002年）目次

第4単元　偉大的抗日戦争

第17課 “中華民族到了最危険的時候”（九一八事変／不朽的民族戦歌／西安事変）

第18課 全民族抗戦的興起（盧溝橋事変／南京大屠殺／共赴国難〕

第19言果 把我椚的血肉筑成新的長城（血戦台児庄／百団大戦／衆志成城）

第20課 抗日戦争的勝利（“団結的大会，勝利的大会”／日本無条件降伏／台湾光復）

第21課 歴史的即向一“抗日救亡歌曲聯唱”一学習与探求之四

　また，これら新版教科書へ至る「過渡期の教科書」として，教科書【2002】

（人民教育出版社版『九年義務教育三年制初級中学教科書　中国歴史第四

冊』35〕）が存在する。発行こそ【200ユ】の後ではあるが，「歴史教学大綱」矧に

準拠して編纂された教科書であり，構成（5課九一八～12課「抗日戦争的勝

利」まで羅列），抗日戦争の真数の削減（【1995】の43頁から32頁へ削減），

国民党批判（第10課「国民党消極抗日積極反共」の一部を削除，課全体を必

修から自由裁量へ変更），第9課「日本侵略者的残暑統治」の一部削除，討論

を求める「活動建議」を補充するものの，本格的な「探求課」は未設置，など

の点で，【1995】のr短縮版」と言うべきである。

　本稿は以上のように，抗日戦争の記述の変遷とその背景の解明という視点か

ら中国の歴史教科書について考察してきたわけだが，管見の限りでは同一観点

による本格的論考はみられない。敢えて言えばこれが本論文の「成果」であり

「意義」だと言えるだろう。もちろん多くの点で不十分さがあることも承知の

上である。人教版中学教科書に限っても文革以前の教科書への検討ができてい
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ないし，小学校や高等学校の教科書にまで広げた調査も必要である。また，21

世紀教育改革の進展の中で，旧来の「歴史」と「地理」を統合した「歴史与社

会」という総合教科も設置され17〕すでに実験教科書3呂〕が発行されている。同

教科書における「抗日戦争」の記述も検討する必要がある。以上を．今後の課題

として挙げておきたい。（2006年10月）

注　釈

ユ）「歴史教育」強化については本稿（上）参照（『愛媛大学法文学部論集人文学科編』20

号）。「愛国主義教育」関係の資料は，「関手向全国中小学生推若可部愛国主義優秀影視片

通知」（ユ993），「愛国主義教育実施大綱」「国家教委関干貫徹『愛国主義教育実施綱要」的

通知」（1994），「関手向全国中小学推若百種愛国主義歌曲的通知」（ユ995），「関手向宣告

中小学推春百種愛国主義教育図書的通知」「関干要求各級各類学校在重要場合合奏鳴国歌

的通知」「関下命名和向全国中小学推存否個愛国主義教育基地的通知」（1996）など。

2）教育関係の主要法規は，「中華人民共和国義務教育法」（1986年），「中華人民共和国義

務教育法実施細則」（1992年），「中華人民共和国教師法」（1993年），「中華人民共和国教

育法」（1995年），「中華人民共和国高等教育法」（王998年）。

3）「科教興国」戦略は1995年8月「中共中央，国務院関千加速科学技術進歩的決定」で

全国的展開が最初に提起さ札，第八期全人代第四次会議李鵬報告「関子国民経済和社会発

展一“九五”計画20ユO年遠景目標」で国家の基本目標とすることが正式に提案された。

4）教育改革の基本文献は以下の通りである。教育部・国務院「面向21世紀教育振興行動

計画」（1998年），「中共中央・国務院関子深化教育改革全面推進素質教育的決定」（1999

年），教育部「国家基礎教育課程改革項目概覧」（1999年），「国務院関干基礎教育改革与

発展的決定」（2001年），教育都「基礎教育改革綱要（試行）」（200ユ年）。

5）「中共中央国務院関子深化教育改革全面推進素質教育的決定」（ユ999年　人民教育出版

社『中国教育年鑑（2000）』所収）。

6）腰堅定不移地把加強徳育撰在素質教育的首要位置」（陳至立「在教育部2000年年度工

作会議上的講話」），「特別要加強徳育。現在在学校教育中一個傾向性問題，是対徳育重視

不向多。要対中小学生加強愛国主義，実体主義和社会主義教育，加強中華民族優良伝統，

革命伝統和国防教育，加強思想品徳和道徳教育。…徳育工作要適応新形勢的要求，改進方

式方法，増強針射性，有効性。」（「努力開創基礎教育改革和発展的新局面一夫銘基総理在
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　全国基礎教育工作会議上的講話」）。引用は人民教育出版社『中国教育年鑑（200ユ）』『中国

　教育年鑑（2002）』による。

7）1993年に全国9省・市の16，OOO名の中小学生，2，OOO名の校長・教貝を対象にして実

　施，1996年7月一年末に，教育部基礎教育司・大学研究老等で分析。（王湛「建立具有中

　国特色的基礎教育課程体系」　注ユO『歴史課程標準（実験稿）解読」p6）

8）「課程内容過手強調歴史学体系，価存在“難，繁，偏，旧”現象。部分教学内容頭緒多，

　内容雑，知識点密度大，概念多，理論性偏強，難度偏高。」（注ユO『歴史課程標準（実験稿）

　解読」本辛p6）

9）「智育工作要転変教育観念，改革人才培養模式，積極実行啓発式和討論式教育，激発学

　生独立思考和創新的意識，切実提高教学質量。委譲学生感受，理解知識産生和発展的課程，

　培養学生的科学精神和創新思惟習慣，重視培養学生収集処理信息的能力，獲取新知識的

　能力，分析和解決間題的能力，語言文字表達能力以及団結協作和社会活動的能力。」（注

　5「中共中央国務院関子深化教育改革全面推進素質教育的決定」）

10）『全日制義務教育　歴史課程標準（実験稿）」（中華人民共和国教育部制定　北京師範大

　学出版社2001年7月第ユ版2002年4月第4次印刷）。解説書『全日制義務教育歴史

　課程標準一（実験稿）解読」（中華人民共和国教育部教育司組織　歴史課程標準研制組編写

　　北京師範大学出版社2002年5月第1版2002年6月第二次印刷）。

ユエ）『中学校　学習指導要領」（文部科学省　編集発行・国立印刷局　平成10年初版　平成

　ユ6年改訂）。解説書『中学校学習指導要領　解説　社会編」（文部科学省発行所・大阪書

　籍　平成12年初版　平成ユ6年」部補訂）。

ユ2）「国家課程標準是教材編写，教学，評枯和考試命題的依据，是国家管理和評価過程的基

　礎」（注4教育部「基礎教育改革綱要（試行）」）。「《標準》是教科書編写的唯」依据」（注

　ユO『歴史課程標準」本文p33）。

ユ3）初級中学中国歴史に関係するものとしては，ユ956年「初級中学中国歴史教学大綱（草

　案）」，ユ963年「全日制中学歴史教学大綱（草案）」，1978年「全日制十年制学校中学歴史

教学大綱（試行草案）」，1986年r全日制中学歴史教学大綱」，1990年「全日制中学歴史

　教学大綱（修訂本）」，ユ99ユ年「九年義務教育全日制初級中学歴史教学大綱（試用）」，2000

　年「九年義務教育全日制初級中学歴史教学大綱（試用修訂版）」一がある。

14）中華民国時代には以下のような「課程標準」が制定されていた。19ユ3年「中学校課程標

　準」，ユ929年「初級中学歴史暫行課程標準」，ユ932年「初級中学歴史課程標準」，ユ936年「初

　級中学歴史課程標準」，1940年「修正初級中学歴史課程標準」，1941年「六年制中学歴史

　課程標準草案」，ユ948年「修訂初級中学歴史課程標準」。

15）「現行的義務教育歴史課程所存在的問題，主要有：（1激育観念滞後，課程的培養目標已
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　難適応時代的要求。最明顕的例子是，現行的歴史教学大綱或教科書在課程目標上，所関注

　的価是知識目標。教学大綱所呈現的教学目的彷是詳尽雨具体的知識目標，而在能力培養上，

　在情感態度与価値観的培養上，鉄少針射性的行為目標和可操作的具体指向。」（注ユO『歴史

　課程標準（実験稿）解読」本文p6）

16）「基本消除了現行歴史課程中存在的“難，繁，偏，1日”現象，較大幅度地減少了繁雑的

　知識点，減軽子学生学習負担，降低下課程難度。」（注！0『歴史課程標準（実験稿）解読」

本文p17）

17）「凡荘内容標準的陳述中使用“分析”“評価”“比較”“討論”等行為動詞的，．為運用層

　次要求。」（注王O『歴史課程標準（実験稿）』本文p35）

王8）『義務教育課程標準実験教科書　中国歴史　八年紙上冊』（課程教材研究所歴史課程教材

　研究開発中心編著　人民教育出版社出版発行　2001年12月第工版　2002年5月第ユ次印

　刷122頁　ユ34，OOO字）。

ユ9）中国古代史9，近代史7，現代史7の学習主題，世界古代史5，近代史8，現代史8の

　学習主題が設定された。

20）「突出這場戦争的民族性，全民性，是我椚確定這一学習主題為“中華民族的抗日戦争”

　而非単純以“抗日戦争”相称的主意，同時宕化成選取内容標準時的一個基本思路。依据這

　一思路，我個対原来初中課程内容進行下較大的調整，冊減了原来教学内容中反映抗日民族

　統一戦線内部闘争的知識点，突出子反映国民党正面戦場和共産党敵後戦場的内容，従而使

　主題線索更為簡潔鮮明。」（注ユO『歴史課程標準（実験稿）精読」本文p80）

2ユ）第ユ6課「血肉集長城」p79「平型関大捷和合児応戦役」で，両戦闘を中共軍による「百

　団戦役」の勝利と併記し，抗日戦争中の英雄的戦闘の事例として特記している。

22）「通過本課的学習，使学生認識到日本的対華戦争是一場残酷的侵略戦争，特別是通過典

　型事例南京大屠殺的学習，使学生了解日本帝国主義対中国的野蛮侵略行径，激発学生血恨

　法西期的情感，樹立為人類和平，民主，進歩事業而奮闘的精神。」（『義務教育課程標準実

　験教科書　中国歴史　八年紙上冊　教師教学用書』p14）

23）「本因是遼東国際軍事法庭中国検察官僻事処保存的《東京日日新聞》的照片。上面是報

　導向井，野田殺百人比奏的消息和向井，野田的照片。」（『義務教育課程標準実験教科書

　中国歴史　八年絞上冊教師教学用書』p｝56「図画説明」）

24）「探究課」以外にも「活動与探究」が各課に設定されており，聞き取り調査や討論など

　．の学習課題が指示されている。

25）『南京大屠殺的徹底検証（内部）』（日・東中野修道著　新華出版社　2000）。原書名は『「南

　京大虐殺」の徹底検証』（展転杜，ユ998）『南京事件の全体像一「南京大虐殺」の徹底検証」

　（國民會館，1999（國民會館叢書25）。
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26）2000年1月23日に大阪市で開催された集会で，中国のメディアから激しい批判を浴び

　た。『なぜ中国人は日本人を憎むのか』（石平著PHP研究所2002）に詳しい。

27）『拉貝日記』（徳・拉貝　江蘇人民出版社・．江蘇教育出版社ユ997）。日本語版は『南京の

　真実』（ジョン・ラーべ著　平野卿子訳　講談杜　！997）。

28）『魏特琳日記』（南京師範大学南京大屠殺研究中心訳　江蘇人民出版社2000年10月）。

　日本語版は『南京事件の日々　ミニー・ヴォ」ドリンの日記」（ミニー・ヴォードリン著

　　岡田良之助・伊原陽子訳　大月書店　1999）。

29）『東史郎日記」（日本・東史郎著　本書記組訳江蘇教育出版社　ユ999），『東史郎戦地

　日記：1938．10－1939．9』（東史郎著；紀廷許，王丹丹，王鍵訳，世界知識出版社，2000）。

　日本語の関係資料は，rわが南京プラトーン：」召集兵の体験した南京大虐殺』（東史郎

　著，青木書店，1987新装版　1996），『東史郎日記」（東史郎著，熊本出版文化会館，

　2001〕，『加害と赦し：南京大虐殺と東史郎裁判』（東史郎さんの南京裁判を支える余編現

　代書館，2001）などがある。

30）「南京大屠殺是無数屠殺惨案中的」個典型。教師通過展示有関南京大屠殺的図片，講学

　生閲読収集到的日本軍人当時的日記，以掲露日本帝国主義発動侵筆戦争的残酷性和野蛮

　性。在掲示道場惨絶人簑的大屠殺的同時，講学生感受到戦争給人民帯来的無窮災難，牢記

　対日本帝国主義的深仇大根。」（『義務教育課程標準実験教科書　中国歴史　八年紙上冊

　教師教学用書」pユ48）

3ユ）『義務教育課程標準実験教科書　語文　八年級（下）』（語文出版社教材研究中心編　語文

　出版社出版　2003年ユ月第1版）。

32）温書林「南京大屠殺」（原載『解放軍文芸」ユ987年第7期）。注3ユの教科書では，本文

　（pユ13～pユ21）に加え，「思考与練習」（pユ2トp122），「字訓積累」（p！22）を付す。

33）『義務教育課程標準実験教科書　語文　八年級（下）教師教学用書」（語文出版社教材研

　究中心編　語文出版社出版2003）。「新しい歴史教科書」や南京事件「幻説」については，

　「訳文説明」pユ20，「教学建議」pユ2ユ，「関干“思考与練習”」pユ22等で批判。

34）『義務教育課程標準実験教科書　歴史　八年級　上冊』（北京師範大学出版社　2002年6

　月第ユ版2002年6月第一次印刷ユ35頁ユ45，000字）。

35）『九年義務教育三年制初級中学教科書　中国歴史・第四冊』（人民教育出版社歴史室編著

　人民教育出版社出版　2002年12月第1版　163頁　！78，OOO字）。

36）『九年義務教育全日制初級中学　歴史教学大綱（試用修訂版）』（中華人民共和国教育部

　制訂　人民教育出版社　2000年8月第3版　36頁　220，OOO字〕。

37）教育部「基礎教育改革綱要（試行）」（注4参照）によれば，課業負担軽減のために科目

　統合を行い，「総合科目（課程）」を新たに設置する，という方針が示されている。その
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　結果，中学社会については，従来の「歴史」「地理」を統合した「歴史与社会」という科

　目が新設された。現状では，従来の「歴史」「地理」の専門科目を学習する学校と，新総

　合科目「歴史与社会」を学習する学校とが共存している。（「義務教育課程設置及比例」『中

　国教育年鑑（2002）』p142）。なお，「歴史与社会」の「課程標準」は，『全日制義務教育

　歴史与社会課程標準（実験稿）』（一）（二），解説書は『全日制義務教育　歴史与社会課程

　標準解読（実験稿）」（一）（二），いずれも北京師範大学出版社刊。

38）『義務教育課程標準実験教科書　歴史与社会　八年級下冊　我個伝承的文明』（課程教材

　研究所・総合文科課程教材研究開発中心編著　人民教育出版社　2003年12月）

【附　記】

本稿は平成ユ7年度「愛媛大学法文学部人文系担当学部長裁量経費」に基づ

く研究成果の一部である。

！30一



中国の歴史教科書における「抗日戦争」

　　　　　　　　　図版資料　各教科書における「南京大虐殺」

　　　　　教科書【1986】

「南京大屠殺時日軍活埋中国老百姓的情形」

　　　　　　教科書11995】

上「日章在南京以中国青年作排剃刀的革巴子」

下「日章在南京殺人後拭去屠月上的血迷」

新版教科書【2001】

「日章欲殺南京青年」

「日章活埋南京和平居民」

「日章将赤手空拳的中国青年

神往南京郊外集体屠殺」

「日章把南京青年当作刀朝練習刺殺」
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